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伊勢丹新宿本店

服部半蔵の墓 HOTEL DE MIKUNI

若葉一丁目界隈

新宿三
丁目界

隈

末広亭

四谷地区協議会だより No.

13
第 13号

平成 27 年 11 月発行

詳しくは４〜５頁をご覧下さい

新宿トラッド・ジャズ・フェスティバル

新宿区の文化財「東京若葉キリスト教会」

四谷の観光資源
再発見！特集
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平成27年4月22日
「第6期四谷地区協議会」が

発足しました！
42名の委員が２年間の任期で活動します。

活動の様子は広報誌「声」Voiceでお伝えしていきます！

四谷町会めぐりこ ん に ち は 町 会 長 さ ん ！
皆様のまちの町会長さんに、わが町の魅力を語っていただきます。

今回は若葉一丁目と新宿三丁目です。

四谷29町会をぐるりと
ご紹介するコーナー

　
地
域
の
名
物
・
名
所
、
ご
自
慢
を
お
教
え
く
だ
さ
い
！

浄
土
宗
専
称
山
西
念
寺
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
文
禄
2
年
（
１
５
９
３
年
）
麹
町
清
水
谷
に
、
槍
や

忍
び
の
達
人
、
服
部
半
蔵
正
成
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
お
寺
で
、
約
40
年
後
に
こ
の
地
に
移
転
し
ま
し

た
。
半
蔵
は
徳
川
信
康
の
切
腹
で
介
錯
を
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
機
に
仏
門
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
、
境
内

に
は
信
康
公
の
供
養
塔
も
あ
り
ま
す
。

伊
勢
丹
新
宿
本
店
・
新
宿
マ
ル
イ
本
館
を
中
心
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
、
末
広
亭
・
新
宿
ピ
カ
デ

リ
ー
・
新
宿
バ
ル
ト
９
な
ど
文
化
に
も
触
れ
ら
れ
ま
す
。

　��

と
っ
て
お
き
の
お
話
や
人
気
行
事
、

　
面
白
こ
ぼ
れ
話
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

旧
名
を
伊
賀
町
と
い
っ
た
当
町
会
で
は
、
例
大
祭
の
折
に
赤
半
纏
を
着
用
し
ま
す
。
こ
れ
は
伊
賀
半
纏

と
呼
ば
れ
る
赤
筋
の
入
っ
た
半
纏
に
由
来
し
ま
す
。
伊
賀
半
纏
は
、
大
奥

の
御
鍵
番
を
勤
め
て
い
た
伊
賀
同
心
が
、「
み
か
様
」
と
い
う
大
奥
の
心

優
し
い
女
性
が
着
て
い
た
赤
筋
の
入
っ
た
木
綿
半
纏
に
な
ぞ
ら
え
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

7
月
に
は
新
宿
通
り
で
エ
イ
サ
ー
祭
が
、
11
月
14
・
15
日
に
は
末
広
通
り

周
辺
で
新
宿
ト
ラ
ッ
ド・ジ
ャ
ズ・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　�

そ
の
他
貴
町
会
の
P
R
な
ど

　
ご
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
！

幕
末
三
舟
の
ひ
と
り
山
岡
鉄
舟
の
屋
敷
が
現
在
の
学
習
院
初
等
科
付
近
に

あ
っ
た
ほ
か
、
二・二
六
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
第
30
代
内
閣
総
理
大
臣
斉

藤
実
の
私
邸
な
ど
、
当
町
会
は
歴
史
上
の
多
く
の
人
物
が
暮
ら
し
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
末
広
亭
・
映
画
館
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
飲
食
店
な

ど
、
楽
し
い
所
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
皆
様
も
是
非
、
お
出
か
け
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

Ｑ１Ｑ3 Ｑ2
若
葉
一
丁
目
町
会

新
宿
三
丁
目
町
会

若
葉
一
丁
目
町
会

新
宿
三
丁
目
町
会

若
葉
一
丁
目
町
会

新
宿
三
丁
目
町
会

新宿トラッド・ジャズフェスティバル山岡鉄舟の屋敷があったとされる
学習院初等科周辺

副 所 長 あ い さ つ
　四谷地域の四谷保健セ
ンターから異動してまいり
ましたが、同センターの移
転、再移転や建設では、何
かとご不便をお掛けして申
し訳ございませんでした。
さて、出張所に参りまして
半年が経ちまして、私が担

当しております「四谷のお宝さがし」では皆様の
四谷に対する熱き想いに触れ、また「四谷まち歩
き」では隠れた名所や面白いこぼれ話に触れ、「四
谷の魅力」を肌で感じているところでございます。
これからも地域の皆様方と行政の協働によります
課題の解決に向け、皆さまと共に進んでまいりま
す。今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろ
しくお願い申し上げます。

四谷地区協議会事務局　四谷特別出張所副所長
五十嵐敏雄 第６期四谷地区協議会 全体会
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霞ヶ丘団地の集会所（左下）で行われて
いた体操教室

会場名 開催日 受付時間 体操時間 参加費

四谷ひろば 毎週火曜
９時 45 分～ 10 時 10 時～ 11 時 １回 200 円

四谷ひろばでは、初回の受講に際し「大人のサロン」入会金（１年間有効 500 円）
が別途必要となります。入会後は「大人のサロン」の他の講座の受講も可能です。

★信濃町シニア活動館 毎週火曜 ９時 45 分～ 10 時 10 時～ 11 時 １回 200 円
若葉地区（ライトコート四谷） 毎週水曜 ９時 45 分～ 10 時 10 時～ 11 時 １回 200 円
★本塩町地域交流館 毎週金曜 ９時 45 分～ 10 時 10 時～ 11 時 １回 200 円

★新宿地域交流館
第１・３火曜 ９時 45 分～ 10 時

10時00分～11時30分
（体操＋講義）

体によいお話の時間があります １回 200 円
第２・４木曜 10時15分～10時30分 10時30分～11時30分

● 四谷中学校・花園小学校 土曜日 ９時 45 分～ 10 時 10 時～ 11 時 １回 200 円
★印の地域交流館、シニア活動館の会場にご参加の方は、初回に各館の利用登録（無料）が必要です。身分証明証（健康保健証等）をご持参ください。

● 花園小学校・四谷中学校会場は、学校と協議の上約３ヶ月ごとに会場が決定されます。開催日については必ず事務局へお問合せの上ご確認ください。

※霞ヶ丘町会集会所は、平成 27年 9月末日で終了しました。

申込みなしでいつからでも、
ご都合に合わせて運動できます♪

　
霞
ヶ
丘
団
地
の
集
会
所
で
開
か
れ
て
い
た
体
操

教
室
が
、
9
月
17
日
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
隣

接
す
る
国
立
競
技
場
の
建
て
替
え
に
伴
い
、
霞
ヶ

丘
団
地
も
取
り
壊
し
が
決
定
、
す
で
に
約
3
0
0

世
帯
の
う
ち
ほ
ぼ
半
数
が
移
転
し
、
残
り
半
数
も

2
0
1
6
年
１
月
に
は
転
居
す
る
予
定
で
す
。
12

名
の
参
加
者
に
話
を
う
か
が
う
と
、「
参
加
し
て

よ
か
っ
た
の
は
、
団
地
の
な
か
で
新
し
い
人
の
つ

な
が
り
が
で
き
た
こ
と
。
み
ん
な
が
集
会
所
で

待
っ
て
い
る
と
思
う
か
ら
続
け
ら
れ
た
ん
で
す
よ

ね
」「
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
い
、
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
の
教
室
で
し
た
」
と
、

惜
し
む
声
が
続
々
と
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
こ

も
り
が
ち
な
都
会
の
高
齢
者
に
と
っ
て
、
絶
好
の

運
動
と
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
る
体
操
教
室
。
団

地
か
ら
の
転
居
先
は
ば
ら
ば
ら
な
た
め
、
今
後
代

替
教
室
を
新
設
す
る
予
定
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

現
在
運
営
さ
れ
て
い
る
ほ
か
の
体
操
教
室
の
活
性

化
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
去
る
9
月
6
日
（
日
）、「
四
谷
地
区
乳
幼
児
支
援
機
関
関
係
者
連
絡
会

（
通
称
：
よ
ん
こ
れ
ん
）」
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
7
回
こ
の
夏
を
惜
し
ん

で
お
と
な
も
こ
ど
も
も
水
で
遊
ぼ
う
!!
」
が
、
四
谷
ひ
ろ
ば
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒
例
に
な
っ
た
四
谷
地
区
協
議
会
の
第
二
分
科

会
と
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
協
力
で
行
っ
た
と
ん
汁
の
無
料
配
布
で
は
、

1
5
0
杯
の
と
ん
汁
に
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
家
族
が
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
今
年
は
交
通
ル
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
、
白
バ
イ
撮

影
会
も
開
催
。
用
意
さ
れ
た
小
さ
な
制
服
を
着
た
子
ど
も
た
ち
が
白
バ
イ

に
ま
た
が
る
た
び
、
家
族
や
参
加
者
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

平成27年度　四谷地区協議会主催
健康体操予定表

よんこれんの
イベントに協力

霞
ヶ
丘
団
地

体
操
教
室
終
了

おいしい
とん汁をどうぞ♪

白バイに
またがって

「はい、チーズ！」
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四
谷
が
町
と
し
て
発
展
し
た
の
は
、

幕
府
の
命
で
外
堀
が
作
ら
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
外
堀

造
成
の
場
所
に
あ
た
る
麹
町
界
隈
に

あ
っ
た
社
寺
や
商
家
な
ど
が
、
外
堀
の

外
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
多
く
は
、
隣
接
し
て
い
た
四

谷
に
移
転
。
社
寺
や
商
家
が
四
谷
に
軒

を
連
ね
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
四
谷

の
賑
わ
い
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。

豊
富
な
資
源
に
恵
ま
れ
て

　
そ
れ
か
ら
約
3
8
0
年
、
江
戸
の
面

影
を
伝
え
る
名
所
旧
跡
か
ら
、
迎
賓
館
、

新
宿
御
苑
、
明
治
神
宮
外
苑
、
ま
た
平

成
20
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
東
京
お
も

ち
ゃ
美
術
館
」
ま
で
、
四
谷

は
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
た
町
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
貴
重
な
観
光
資
源

を
地
域
の
人
び
と
に
知
っ
て

も
ら
い
、
四
谷
の
よ
さ
を
見

直
そ
う
と
、
四
谷
地
区
協
議

会
第
一
分
科
会
の
活
動
の
ひ

と
つ
と
し
て
4
年
前
に
始

ま
っ
た
の
が
、「
観
光
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
」で
す
。

地
元
の
人
も
楽
し
め
る
観
光

コ
ー
ス
を
ま
と
め
た
「
四
谷

ま
ち
歩
き
手
帖
」
を
発
行
し

た
ほ
か
、
年
約
6
回
の
ペ
ー

ス
で
参
加
者
を
募
り
、
四
谷

を
深
く
知
る
た
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

め
ぐ
る
「
四
谷
ま
ち
歩
き
」
の
活
動
は
、

す
で
に
28
回
を
数
え
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
観
光
ガ
イ
ド

　
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
、
日
本
の

観
光
資
源
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
と

は
い
え
、「
四
谷
ま
ち
歩
き
」の
活
動
は
、

観
光
客
を
四
谷
に
呼
び
込
む
こ
と
だ
け

が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
観
光
ガ
イ
ド
を
で

き
る
く
ら
い
に
四
谷
に
詳
し
く
な
り
、

ま
た
実
際
に
誰
か
を
案
内
す
る
こ
と
で
、

外
の
人
か
ら
四
谷
が
ど
う
見
え
て
い
る

か
知
る
。
そ
う
し
て
、
地
域
へ
の
愛
着

を
深
め
、
将
来
を
考
え
る
の
が
、
四
谷

ま
ち
歩
き
の
目
的
で
す
」（「
観
光
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
」
田
中
健
士
リ
ー

ダ
ー
）

　
そ
こ
で
、
田
中
リ
ー
ダ
ー
が
推
薦
す

る
四
谷
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
。

四
谷
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
。
そ
ん
な

四
谷
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
、
あ
ら
た
め

て
め
ぐ
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　「観光まちづくり実行委員会」によるまち歩きイベ
ント。甲州街道界隈、新宿御苑駅前界隈など、四谷を
６つの観光エリアに分け、名所旧跡、博物館や美術館
から老舗商店まで、委員のガイドで魅力ある観光スポットをめぐ
ります。年間約6回実施され、先着順で30名まで参加可能です。

四谷まち歩きとは？

まち歩き手帖は2 冊。
まち歩き参加者に配
布している

委員のガイドで約 2 時間観光スポットを満喫

再
発
見
！ 

四
谷
の
観
光
資
源

再
発
見
！ 

四
谷
の
観
光
資
源

地
域
の
た
め
の
四
谷
観
光
ガ
イ
ド

第
一
分
科
会
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会



5 13号

テーマ 日　程
四谷地域の文化施設を巡る　Vol.１ ～文学座、民音音楽博物館、聖徳記念絵画館～ 7月18日（土）

四谷地域の文化施設を巡る　Vol.２ ～消防博物館、韓国文化院、東京おもちゃ美術館～ 9月19日（土）

内藤新宿まち歩き ～宿場町・内藤新宿の風情を訪ねて～ 11月21日（土）

信濃町駅界隈散策と神宮外苑いちょうまつり ～小さい秋を見つけて～ 12月5日（土）

南寺町を訪ねて ～四谷ゆかりの歴史上の人物を巡る～ 3月12日（土）

外堀の桜鑑賞と四谷見附界隈を歩く ～春の外堀　桜を満喫～ 4月９日（土）

甲州街道界隈まち歩き ～四谷の歴史風俗を訪ねて～ 5月21日（土）

平成27年度「四谷まち歩き」スケジュール （平成27年7月～平成28年5月）

明
治
神
宮
外
苑

聖
徳
記
念
絵
画
館

多
く
の
歴
史
に

立
ち
会
っ
た
神
宮
外
苑

　

明
治
天
皇
、
皇
后
の
遺
徳
を
後
世
に

伝
え
る
た
め
に
、
青
山
練
兵
場
跡
に

1
9
2
6
年
に
完
成
し
た
明
治
神
宮
外

苑
。
陸
上
競
技
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

と
と
も
に
建
て
ら
れ
た
の
が
、
明
治
天
皇

の
偉
業
を
描
い
た
歴
史
画
を
展
示
す
る
聖

徳
記
念
絵
画
館
で
し
た
。
そ
の
後
、
競
技

場
は
学
徒
出
陣
の
壮
行
会
の
会
場
と
な

り
、
戦
後
は
1
9
6
4
年
の
東
京
五
輪
な

ど
、
日
本
の
多
く
の
歴
史
を
見
て
き
た
場

所
で
す
。
そ
し
て

2
0
2
0
年
の
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

メ
イ
ン
会
場
と
な

り
ま
す
。

絵画館の名は知られていても、中は意
外な穴場スポット。現在も約 80 点の
絵画が展覧可能（地図 5 ）

国
史
江
戸
城
外
堀
跡

四
谷
と
い
う
町
の
始
ま
り
を
知
る

甲州街道（四谷大通り）

靖国通り

外堀
通り

三栄通り

1

四
ッ
谷

市ヶ
谷

2

　
四
谷
の
賑
わ
い
の
ル
ー
ツ
と
な
っ

た
の
は
江
戸
城
外
堀
の
建
設
で
し

た
。
そ
の
外
堀
の
一
部
は
今
も
水
辺

と
し
て
残
っ
て
い
る
ほ
か
、「
四
ッ

谷
駅
」
の
麹
町
口
に
も
、
四
谷
門
の

石
垣
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。
新

宿
、
千
代
田
、
港
の
三
区
合
同
国
史

跡
保
全
事
業
で
案
内
板
な
ど
が
多
く

建
て
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
地
下
鉄
南

北
線
「
市
ヶ
谷
駅
」
構
内
に
は
、
江

戸
城
外
堀
造
成
の
歴
史
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

明
治
４
年
の
四
谷
見
附
の
写
真

に
見
え
る
城
門
の
一
部
が
現
在

も
残
る
（
地
図
2
）

市
ヶ
谷
駅
構
内
の
「
江
戸

歴
史
散
歩
コ
ー
ナ
ー
」
に

移
設
さ
れ
た
江
戸
城
の
石

垣
（
地
図
1
）

内
藤
新
宿
分
水
散
歩
道

玉
川
上
水
に
江
戸
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
見
る

玉
川
上
水
は
多
摩
川
取
水
口
の
羽
村
か
ら
四
谷
大
木
戸
ま
で
43
㎞
の

距
離
を
、
土
地
の
高
低
差
を
利
用
し
て
水
を
運
ぶ
人
工
的
な
水
路
。

1
6
5
4
年
に
完
成
し
、
大
木
戸
の
水
番
所
か
ら
、
江
戸
市
中
に
飲
み
水
を
届
け
ま
し
た
。
当

時
1
0
0
万
人
と
い
う
世
界
最
大
の
都
市
、
江
戸
の
飲
み
水
を
支
え
た
水
路
で
し
た
。
新
宿
御

苑
内
に
は
か
つ
て
の
流
れ
を
再
現
し
た
散
策
路
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

玉川上水水番所跡に建つ、
水道碑記【すいどういしぶ
みのき】（四谷区民センター
敷地内）（地図 3 ）

新宿御苑の甲州街道側に
は、「玉川上水・内藤新宿
分水散歩道」が整備されて
いる（地図 4 ）

四谷がもっと好きになる 観光スポット３選

終了

終了



内藤とうがらし頒布（春）

四谷花いっぱい運動（春・秋）
ごみゼロ運動（春・秋）
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四谷地区協議会では、地域活動デビューのお手伝いをする「ちいきの窓口」を計画しています。
今年度は、Web 上で手軽に地域情報を入手出来るサイトを開設しました。

例えばどんなことがわかるの？
「お祭り」「盆踊り」「スポーツイベント」「まち歩きツアー」「防災イベント」などなど。四谷の町の魅力にふれ、
生活にも役立つ行事カレンダーと紹介記事、リンクを見ることができます。ぜひ、このサイトにアクセス
して行事に参加してみてください。今まで知らない顔が見えて四谷の町を楽しめると思いますよ！

ちいきの窓口

四谷地区 29 町会の方は、
http://www3.hp-ez.com/hp/428choren/page4

『四谷地区町会連合会ホームページ』で検索

新しく四谷にいらした方は、
http://www4.hp-ez.com/hp/428cal/page48

『四谷カレンダー』で検索

　今年 5 月に行われた内
藤とうがらし頒布会では、
地域の皆様に「内藤とう
がらし」の苗 1000 株を
実費で販売しました。夏
から秋にかけて、真っ赤
なとうがらしの房が四谷
のまちを彩っています。
とうがらしの実はお料理
でも大活躍！四谷の名物に
なるように育て方や料理
法をこの小冊子で紹介し
ています。

（四谷特別出張所にて配布）

　春のごみゼロ運動では、中学生と地域の方で 300 人余り
が新宿通りと外堀通りの清掃活動を行いました。四谷駅改
札口での啓発活動にも積極的に参加し、元気いっぱいにポ
イ捨て禁止を呼び掛けてくれました。

 「四谷花いっぱい運動」は、四谷小学校、四谷第六小学校、
花園小学校で、地域の方と子どもたちが一緒に季節の花々
の苗をプランターに植え込み、店や家の前に設置して、往
来する人に楽しんでもらっています。四谷を花でいっぱい
に！ポイ捨てしにくいきれいな街にしよう！という取り組
みです。今年の春は「トレニア」と「ペンタス」を植えました。

第3分科会では、
「生活環境・まち美化を考える」を

テーマに活動しています。

第3分科会第3分科会第3分科会

私に
できること
あるかな？

http://428bt.com/page62
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教えて地区協！

道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽
車
両
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、

車
道
通
行
が
原
則
で
す
。
た
だ
し
、歩
道
で
あ
っ

て
も
、「
自
転
車
通
行
可
」
の
標
識
が
あ
る
と

こ
ろ
は
通
行
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
罰
則
に

つ
い
て
は
、
今
年
６
月
か
ら
改
正
道
路
交
通
法

が
施
行
さ
れ
、
歩
行
者
の
通
行
妨
害
、
一
時
不

自
転
車
利
用
の
多
い
駅
周
辺
に
は
、
十
分

な
数
だ
と
言
え
ま
せ
ん
が
駐
輪
場
や
駐
輪

自
転
車
の
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
繁
華
街
を

控
え
た
新
宿
で
は
、
使
用
の
目
的
が
多
様

と
考
え
て
い
ま
す
。
パ
ー
キ
ン
グ
設
置
の
余
地

が
少
な
い
等
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
導
入

し
て
い
る
周
辺
区
の
情
報
を
収
集
し
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
地
下
立
体
駐
車

場
利
用
は
出
入
り
の
ス
ロ
ー
プ
の
勾
配
が
自
転

車
利
用
に
は
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
宿
区
で
は
、
歩
行
者
と
自
転
車
の
事

故
を
防
ぐ
た
め
、
警
察
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学

校
と
連
携
し
て
区
内
の
小
・
中
学
校
で
交
通
安

全
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

の
ほ
か
に
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
、
簡
単
な

整
備
の
仕
方
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
親
の
背
中
を
見
て
育

ち
ま
す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
実
践
は
、
親
子

で
、
家
庭
で
、
近
所
で
、
地
域
で
培
う
も
の
と

考
え
ま
す
。
信
号
を
守
る
と
い
う
初
歩
的
な
事

か
ら
、
大
人
が
見
本
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

A

A

A

A

「
歩
道
を
歩
い
て
い
た
ら
、
後
ろ
か

ら
来
た
自
転
車
に
、
邪
魔
と
ば
か
り

に
リ
ン
リ
ン
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。
自

転
車
は
車
道
を
通
行
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
？
」

　
エ
コ
ブ
ー
ム
で
町
に
自
転
車
が
あ

ふ
れ
、
自
転
車
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
増
え
て
い
ま
す
。
区
の
対
応
を
、

新
宿
区
み
ど
り
土
木
部
交
通
対
策
課

に
聞
き
ま
し
た
。

歩
道
、
車
道
、
自
転
車
は

ど
ち
ら
を
走
れ
ば
い
い
の
？

ま
た
罰
則
は
あ
り
ま
す
か
？

Q1

駐
輪
場
に
つ
い
て
ま
た
、
放
置

自
転
車
・
違
法
駐
輪
等
の
撤
去

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
？

Q3

自
転
車
の
シ
ェ
ア
や
地
下

立
体
駐
車
場
の
課
題
は
？

Q4

区
は
自
転
車
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
ど
ん
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

Q2

自
転
車
の
ル
ー
ル
、

　
　
　
　
　 

区
の
対
応
は
？

◆
歩
道
の
主
役
は
歩
行
者
で
す
。
一
方
軽

車
両
に
分
類
さ
れ
る
自
転
車
は
、
歩
道
と

車
道
の
区
別
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
車
道

を
通
行
す
る
の
が
原
則
で
す
。
◆
例
外

で
、
歩
道
を
通
行
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
と
は
い
え
そ
の
と
き
も
自
転
車
は
、

歩
道
の
主
役
に
は
な
り
え
ま
せ
ん
。
歩
道

上
で
は
歩
行
者
優
先
。
自
転
車
は
徐
行
し

て
、
い
つ
で
も
歩
行
者
に
道
を
譲
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
◆
平
成
27
年
6
月
に

は
道
交
法
が
改
正
さ
れ
、
危
険
行
為
を
繰

り
返
し
た
自
転
車
に
は
、
罰
則
も
科
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
歩

道
上
で
は
、
徐
行
義
務
違
反
な
ど
が
、
こ

の
危
険
行
為
に
当
た
り
ま
す
。
◆
今
後

も
、
自
転
車
事
故
の
加
害
者
や
被
害
者
に

な
る
ケ
ー
ス
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
罰
則
の

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
転
車
は
歩

道
の
主
役
で
あ
る
歩
行
者
へ
の
思
い
や
り

と
敬
意
を
持
っ
て
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の

徹
底
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
利
用
方
法
と
し

て
、
一
時
利
用
と
定
期
利
用
が
あ
り
ま
す
。
一
時

利
用
は
、
２
時
間
無
料
で
す
が
そ
れ
を
過
ぎ
る

と
自
動
で
キ
ー
が
掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、
公
共

用
地
に
加
え
歩
道
も
利
用
し
て
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
区
内
29
駅
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
放
置
自
転
車
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、
毎
日
区

内
の
ど
こ
か
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
長
期
間
放

置
さ
れ
た
自
転
車
の
撤
去
に
つ
い
て
も
、
区
民
か

ら
の
情
報
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
も
と
に
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

停
止
な
ど
の
危
険
行
為
で
違
反
を
３
年
間
で
２

回
以
上
す
る
と
、
自
転
車
運
転
者
は
「
自
転
車

運
転
者
講
習
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

気
づ
か
う
心
で

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

整然と置かれた歩道上の自転車置き場
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　今年度の「四谷のお宝さがし」発表会は2016年3月5日に

開催が決定しました。発表会では毎年、地域の方々からご応

募いただいたお宝を紹介するほか、実行委員がテーマに沿っ

たお宝をその足で探し、取材する「実行委員会企画」も発表

しています。

　たとえば2014年度は「四谷の和の老舗」がテーマ。四谷

地区に数多く残る老舗を「四谷のお宝」としてとらえ、店の

歴史や秘蔵のお宝、四谷への思いなどを取材し、スライドを

使って発表しました。

　そして第9回となる今年度の発表会では、戦後70年企画と

して「語り継ごう四谷の戦争体験」をテーマに、戦時中、四

谷地区にお住まいになっていた方の体験談を、四谷のお宝と

して発表することになりました。

　すでに取材はスタートしており、「焼け野原になった四谷

で呆然と立ちすくんだ」という体験談や、「集団疎開の様子」

など、戦争を体験された方々からの貴重なお話が集まってい

ます。うかがった内容は最終的に映像などでまとめ、発表会

でご覧いただく予定です。過去の四谷を深く知ると同時に、

平和な未来への思いを新たにする今年度の実行委員会企画。

発表会をお見逃しなく！

四谷のお宝さがし
～秘話・こぼれ話をご紹介～

第１分科会  四谷お宝探し実行委員会

戦後70年企画進行中！ 国旗への
寄せ書き

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。 再生紙を使用しています。

次号は平成28年3月発行予定です。

編集・発行 四谷地区協議会【事務局】（四谷特別出張所内） 

〒160－8581 新宿区内藤町87番地
電 話  03－3354－6171　FAX. 03－3350－9403
E-mail：yotsuya@city.shinjuku.lg.jp  

◆霞ヶ丘団地の集会所でおこなわれていた健康体操。国立競技場の建て替えに伴い、惜し
まれながら終了が決まりました◆引きこもりがちで、一日無口で過ごすことの多い一人暮
らしの高齢者にも積極的に声をかけ、近所で住民どうしが顔を合わせられる貴重な教室で
した◆9月の最終日から2週間後に茶話会が開かれ、「また健康で元気で会いたいね」と互
いに声をかけて解散となりました◆健康は、食事と運動、睡眠、そして会話。元気で再会
できることを祈っています
� 編集委員会リーダー�野澤秀雄

編　集　後　記

訂正
声12号８ページ「四谷のお宝さがし」
の記事中の【三栄町の「水野畳店」】
との記載は、正しくは【本塩町の「水野
畳店」】でした。訂正してお詫びいた
します。

入隊時に
支給された雑嚢

病院船として活躍した
橘丸のカンテラ

橘丸の浮き輪

ミズーリ号の模型

戦争時代のお写真をお持ちでしたら
事務局までお寄せ下さい。

歴代のお宝探しに出品された
戦争時代の品々


